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令
和
７
年
運
用
開
始
予
定
の

「
統
合
診
療
棟
」の
建
設
工
事
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。工
事
期
間
中
は
、

騒
音
や
工
事
車
両
の
通
行
等
、ご
不

便
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

患
者
用
駐
車
場
ま
で
の
歩
道
に
、

動
物
な
ど
の
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
を

設
置
し
ま
し
た
の
で
、通
行
の
際
は

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、移
動

用
車
い
す
や
休
憩
所
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
公
共
交
通
機
関
に
て
来
院

可
能
な
方
は
、
混
雑
緩
和
の
た
め
、

モ
ノ
レ
ー
ル
・
バ
ス
等
を
ご
利
用

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

外
来
診
察
の
待
ち
時
間
対
策
の
一
環
と
し

て
、
令
和
４
年
２
月
１
日
よ
り
外
来
待
ち
合

い
の
診
察
待
ち
案
内
盤
に
外
来
基
本
カ
ー
ド

の
番
号
が
表
示
さ
れ
る
と
、
患
者
さ
ん
の
携

帯
電
話
に
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
開
始
し
ま
す
。
外
来
基
本
カ
ー
ド
に
印

字
さ
れ
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
携
帯
電
話
の
バ
ー

コ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
で
読
み
取
り
、
表
示
さ
れ

た
宛
先
に
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
こ
と
で
、
呼

出
シ
ス
テ
ム
に
登
録
さ
れ
ま
す
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
、
フ
ィ
ー
チ
ャ
ー
フ
ォ
ン
（
ガ
ラ
ケ

患者用駐車場からの

　

本
院
は
こ
れ
ま
で
「
保
健
医
療

福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
」
に
お
い

て
、
入
院
患
者
さ
ん
の
支
援
に
努

め
て
き
ま
し
た
が
、
入
・
退
院
を

一
貫
し
て
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
体
制

の
充
実
と
、
地
域
医
療
と
の
連
携

強
化
を
め
ざ
し
、
業
務
を
当
セ
ン

タ
ー
に
移
行
し
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
は
「
患
者
相
談
部

門
」「
入
退
院
支
援
部
門
」「
地
域

連
携
部
門
」
の
３
部
門
で
構
成
。

「
患
者
相
談
部
門
」
は
、
治
療
や
看

護
、
社
会
福
祉
制
度
、
そ
の
他
お

困
り
ご
と
な
ど
に
関
す
る
、
患
者

さ
ん
か
ら
の
ご
相
談
に
対
応
し
、

医
療
職
・
福
祉
職
・
事
務
職
な
ど

の
多
職
種
が
情
報
を
共
有
し
、
解

決
に
向
け
て
尽
力
し
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
地
域
の
医
療
機
関
や
か
か
り

つ
け
医
な
ど
か
ら
紹
介
さ
れ
た
患

者
さ
ん
に
、
本
院
で
の
受
診
予
約

を
行
い
ま
す
。「
入
退
院
支
援
部

門
」
で
は
、
入
院
の
前
に
現
在
服

用
中
の
薬
剤
や
生
活
の
様
子
な
ど

に
つ
い
て
伺
い
、
必
要
に
応
じ
た

サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。
事
前
に

診
療
の
た
め
の
準
備
を
整
え
て
お

く
こ
と
で
、
患
者
さ
ん
は
速
や
か

に
適
切
な
入
院
治
療
や
看
護
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
退
院
後
に
継
続
治
療
が

必
要
な
患
者
さ
ん
に
対
し
て
は
、

地
域
医
療
機
関
へ
の
転
院
支
援
や
、

在
宅
医
療
の
調
整
、
手
配
を
行
い

ま
す
。
生
活
面
の
課
題
に
対
し
て

は
、
社
会
的
な
支
援
制
度
を
紹
介

す
る
な
ど
、
患
者
さ
ん
の
暮
ら
し

や
ご
家
族
の
意
見
な
ど
を
尊
重
し

な
が
ら
、
不
安
の
な
い
退
院
に
向

け
た
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

　

「
入
退
院
支
援
部
門
」
が
早
期
か

ら
患
者
さ
ん
に
介
入
し
、
自
宅
療

養
や
施
設
へ
の
退
院
や
他
の
医
療

機
関
へ
の
転
院
を
見
据
え
た
入
退

院
支
援
を
行
う
こ
と
で
、「
地
域
連

携
部
門
」
は
在
宅
医
療
の
診
療
所

や
医
療
機
関
、
福
祉
施
設
、
各
自

治
体
な
ど
と
迅
速
に
連
携
で
き
る

よ
う
各
機
関
と
の
窓
口
に
な
り
ま

す
。
患
者
さ
ん
は
退
院
後
も
安
心

し
て
、
連
続
し
た
医
療
や
福
祉
制

度
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
に
は
、
医
師
・
看

護
師
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
・

臨
床
心
理
士
・
事
務
職
員
及
び
他

疑
問
や
不
安
に

ひ
と
つ
の
窓
口
で
対
応

がん専門医療人（がんプロフェッショナル）育成のための文部
科学省補助金が一旦終了します。教育の継続が危機的状況
です。是非、ご寄附を賜わりたく、よろしくお願いいたします。

外来基本カードのQR
コードを読み取り、登録

診察待ち案内板に番号
が表示されると

携帯電話にメールで
お知らせします

コロナ禍でも、がん専門医療人
（がんプロ）の養成を継続したい！

https://readyfor.jp/lp/osaka_univ/

入
院
前
支
援
で
看
護
師
が
患
者
さ
ん
と

面
談
し
て
い
る
様
子

　新型コロナウイルスワクチンの3
回目となるブースター接種が日本で
も昨年12月から始まりました。現時
点では2回目の接種から8ヶ月以上経
過している方が対象となりますが、
自治体によっては流行状況などを勘
案して６ヶ月以上経過している方も
対象になります。
　そもそもなぜブースター接種は必
要なのでしょうか。mRNAワクチン
は接種後しばらくの間は高い感染予
防効果が確認されていました。しか
し、この感染予防効果は時間ととも
に低下してしまうことが明らかにな
ってきています。ファイザー社の
mRNAワクチンは接種から半年経つ
と感染予防効果は20%前後にまで落
ちてしまうと言われています。一方
で、重症化を防ぐ効果は半年経過し
ても保たれていると報告されていま
すが、60歳以上の高齢者では重症化
予防効果も落ちてくることが分かっ
てきています。
　1回目よりも2回目の方が副反応が
強かったので、3回目はもっと強い
んじゃないかとご心配されている方
も多いと思いますが、海外からの報
告では2回目の副反応とほぼ同等の
ようです。本院の患者さんにおかれ
ましてもぜひ積極的にブースター接
種をご検討ください。

新型コロナウイルス
感染症対策について

外
来
診
察
で
の

　
　
　
　  

メ
ー
ル
呼
出
サ
ー
ビ
ス

薬
剤
部
門
シ
ス
テ
ム
を
全
面
更
新
し
ま
し
た

　

令
和
４
年
1
月
の
電
子
カ
ル
テ（
病
院
情

報
シ
ス
テ
ム
）の
入
れ
替
え
に
合
わ
せ
て
、

薬
剤
部
門
シ
ス
テ
ム
も
全
面
的
に
更
新
し

ま
し
た
。
薬
剤
部
門
シ
ス
テ
ム
は
電
子
カ

ル
テ
と
連
動
し
、
機
能
を
余
す
こ
と
な
く

活
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
薬
剤

部
門
シ
ス
テ
ム
が
古
い
ま
ま
で
は
フ
ル
活

用
で
き
な
い
た
め
、
今
回
は
電
子
カ
ル
テ

と
薬
剤
部
門
シ
ス
テ
ム
・
調
剤
機
器
の
同

時
更
新
を
実
現
し
ま
し
た
。

　

薬
剤
部
門
シ
ス
テ
ム
は
、
医
師
の
処
方

を
解
析
し
、
必
要
な
情
報
を
付
加
す
る
こ

と
で
、
薬
剤
師
に
よ
る
調
剤
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
大
事
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
新

し
い
シ
ス
テ
ム
で
は
処
方
内
容
を
よ
り
適

切
に
判
断
す
る
こ
と
で
、
薬
剤
師
の
業
務

を
よ
り
き
め
細
や
か
に
サ
ポ
ー
ト
出
来
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
高
度
な
ス

キ
ル
が
必
要
な
粉
薬
の
調
剤
も
自
動
調
剤

ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
り
効
率
化
さ
れ
、
今
後
は

薬
剤
師
が
患
者
さ
ん
や
医
療
ス
タ
ッ
フ
へ

の
情
報
提
供
や
処
方
相
談
に
よ
り
多
く
の

時
間
を
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
期
待

さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
今
回
の
シ
ス
テ
ム

更
新
を
機
に
内
服
薬
の
包
装
形
態（
シ
ー

ト
、
一
包
化
な
ど
の
こ
と
）
を
見
直
す
こ
と

ー
）ど
ち
ら
で
も
対
応
可
能
で
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
診
察
ま
で
の
待
ち
時
間
を
外
来
待
ち
合

に
な
り
、
３
月
以
降
は
患
者
さ
ん
に
最
適

な
形
態
で
調
剤
す
る
運
用
に
変
更
予
定
で

す
。
薬
剤
部
は
こ
れ
か
ら
も
患
者
さ
ん
へ

よ
り
安
全
か
つ
安
心
な
薬
物
治
療
の
提
供

に
努
め
ま
す
。

散薬調剤ロボット

い
以
外
の
場
所
で
お
過
ご
し
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
な
お
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
診

察
待
ち
案
内
盤
を
導
入
し
て
い
る
診
療
科
の

み
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

登
録
方
法
の
詳
細
は
各
科
外
来
受
付
に
置
い

て
あ
り
ま
す
チ
ラ
シ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ス
ム
ー
ズ
な
入
院

不
安
の
な
い
退
院

ブースター接種の意義

医
療
内
容
継
続
の
た
め

地
域
医
療
機
関
と
連
携

～
高
度
な
薬
物
療
法
を
安
全
・
安
心
か
つ
効
率
的
に
提
供
～

部
門
の
専
門
職
な
ど
多
職
種
が
関

わ
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

の
専
門
性
を
駆
使
し
、
チ
ー
ム
と

し
て
患
者
さ
ん
を
支
援
し
て
い
ま

す
。
入
院
前
か
ら
退
院
ま
で
患
者

さ
ん
に
寄
り
添
い
伴
走
し
ま
す
の

で
、
本
院
の
診
療
に
関
す
る
悩
み

や
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

1

2

3

について

開
始

クラウドファンディング挑戦中クラウドファンディング挑戦中

患者包括サポートセンター患者包括サポートセンター
がスタート入院前から退院まで

患者包括サポートセンターの３部門体制
Patient Support Center ／患者支援中心／환자종합지원센터

地域連携部門
地域の診療所、他機関等との

連携を行います。

患者相談部門
患者さん等からの相談及び
意見への対応を行います。

入退院支援部門
入院前の支援、入院中から
退院時の支援を行います。

　
本
院
は
「
入
院
前
支
援
か
ら
退
院
支
援
へ
の
連
続
的
な
体
制
づ
く

り
」
を
重
点
課
題
と
し
て
掲
げ
て
お
り
、
そ
の
取
り
組
み
の
一
環
と

し
て
令
和
4
年
1
月
1
日
、「
患
者
包
括
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
新

設
し
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
の
稼
働
に
よ
り
、
患
者
さ
ん
は
、
入
院

前
の
外
来
受
診
に
始
ま
り
、
退
院
後
の
治
療
継
続
ま
で
、
包
括
的
な

支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
貫
し
た
支
援
の
た
め
体
制
充
実楽木宏実センター長
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・煮込みハンバーグ
・カニ入りコールスロー
・コンソメスープ

・御飯
・スイートポテト

　昨年11月30日の事務部長おすすめ御膳は、煮
込みハンバーグがメインの洋風ディナーを提供し
ました。その中でもコールスローは山腰俊昭事務
部長からリクエストがあったカニを使用して贅沢
に仕上げました。患者さんには「テンションが上
がった」「豪華でうれしい」と好評でした。さら
に小児食では子ども達に喜んでもら
えるよう、ハリネズミのスイートポ
テトを手作りしました。これから
も入院患者さんに食事を楽しんでも
らえるよう、取り組んでまいります。

事務部長おすすめ御膳

　

「
令
和
３
年
度
国
公
私
立
大
学
附

属
病
院
医
療
安
全
セ
ミ
ナ
ー
」
を
、

令
和
３
年
６
月
29
日
に
開
催
し
ま

し
た
。
本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
全
国
の

大
学
病
院
に
所
属
す
る
医
療
安
全

の
専
門
家
ら
に
最
新
の
知
見
を
紹

介
す
る
た
め
、
文
部
科
学
省
の
後

国
公
私
立
大
学
附
属
病
院

　
医
療
安
全
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

援
の
も
と
平
成
16
年
か
ら
大
阪
大

学
が
毎
年
主
催
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
も
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
り

ま
し
た
が
、
医
師
、
歯
科
医
師
、

看
護
師
、
薬
剤
師
、
事
務
職
員
な

ど
、
計
６
３
１
名
と
昨
年
度
よ
り

さ
ら
に
多
く
の
参
加
登
録
が
あ
り

ま
し
た
。

　

今
年
度
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

「
新
た
な
視
点
が
も
た
ら
す
医
薬
品

の
安
全
」「
Ｐ
ｅ
ｒ
ｓ
ｏ
ｎ

－

ｃ
ｅ

ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｅ
ｄ 

Ｃ
ａ
ｒ
ｅ
の
か
た

ち
」
と
し
て
、
多
職
種
地
域
連
携

や
Ｓ
ａ
ｆ
ｅ
ｔ
ｙ
―
Ⅱ
理
論
を
取

日本航空株式会社
和田  尚氏

り
入
れ
た
医
薬
品
安
全
対
策
、
患

者
の
力
を
引
き
出
す
ピ
ア
サ
ポ
ー

ト
な
ど
、
医
療
の
質
・
安
全
の
新

し
い
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
ほ
か
、

「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
要
素
を
取
り
入

れ
た
エ
ア
ラ
イ
ン
パ
イ
ロ
ッ
ト
訓

練
」
に
つ
い
て
の
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、「
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19

対
応
に
み
ら
れ
る
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

２
０
２
１
」と
し
て
大
阪
府
に
お
け

る
先
行
的
取
り
組
み
の
経
験
か
ら

得
ら
れ
た
様
々
な
視
点
か
ら
の
学

び
を
共
有
し
ま
し
た
。
参
加
者
か

ら
は
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な
組
織
を

つ
く
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
や
教
育

手
法
等
に
つ
い
て
、
自
ら
の
組
織

で
活
か
せ
る
知
見
を
多
く
得
る
こ

と
が
で
き
た
と
大
変
好
評
で
し
た
。

眼 科

織田順高度救命救急センター長

　

高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
は
あ

ら
ゆ
る
け
が
や
病
気
で
重
症
と
な

っ
た
救
急
患
者
を
24
時
間
体
制
で

受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
緊
急
処
置

を
行
う
初
療
室
と
Ｃ
Ｔ
検
査
室
が

一
つ
に
な
っ
た
「
Ｍ
Ｄ

│

Ｃ
Ｔ
一

体
型
初
療
室
」
の
他
、
救
急
専
用

の
集
中
治
療
室
20
床
な
ど
迅
速
な

診
断
・
治
療
が
で
き
る
設
備
が
充

実
。
セ
ン
タ
ー
長
を
含
め
ス
タ
ッ

フ
26
人
が
「
一
人
で
も
多
く
の
命

を
救
う
」「
あ
き
ら
め
な
い
」
決
意

を
胸
に
日
本
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
治

療
研
究
と
技
術
に
基
づ
い
た
救
急

医
療
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
先

駆
的
な
診
断
・
治
療
技
術
の
開
発

に
も
挑
み
続
け
て
い
ま
す
。
近
年
、

感
染
症
に
臓
器
不
全
を
合
併
し
た

敗
血
症
で
は
「
５
人
に
１
人
亡
く

な
る
」
と
さ
れ
、
致
死
率
を
い
か

に
下
げ
る
か
が
世
界
的
な
課
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
は

本
学
医
学
系
研
究
科
の
研
究
室
と

連
携
し
、
敗
血
症
の
病
態
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
明
ら
か
に
し
将
来
の
治
療

薬
開
発
に
つ
な
げ
る
研
究
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
も
遺
伝

子
解
析
を
積
極
的
に
進
め
病
態
解

明
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　　

当
セ
ン
タ
ー
は
本
院
が
大
阪
市

の
中
之
島
に
あ
っ
た
昭
和
42
年
に

日
本
初
の
重
症
救
急
専
門
施
設

「
特
殊
救
急
部
」
と
し
て
開
設
さ

れ
、
大
阪
府
の
三
次
救
急
医
療
施

設
と
し
て
年
間
約
３
０
０
人
の
重

症
救
急
患
者
を
受
け
入
れ
て
い
ま

し
た
。
吹
田
移
転
後
の
平
成
13
年

に
は
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の

認
可
を
受
け
ま
し
た
。
傷
病
比
率

は
外
傷
３
割
、
疾
病
６
割
、
そ
の

他
１
割
と
な
り
、
令
和
２
年
の
重

症
受
け
入
れ
は
年
間
１
０
２
６
件

に
の
ぼ
り
、
こ
れ
に
は
重
症
新
型

コ
ロ
ナ
症
例
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

平
成
20
年
、
大
阪
府
の
委
託
を

受
け
大
阪
府
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運

航
を
開
始
し
、
年
間
約
１
５
０
件

出
動
し
て
い
ま
す
。
隣
接
の
京
都

府
の
一
部
も
カ
バ
ー
す
る
と
と
も

に
、
和
歌
山
県
、
奈
良
県
、
滋
賀

県
と
は
応
援
協
定
を
結
び
、
こ
れ

ら
の
県
か
ら
の
要
請
に
も
対
応
し

て
い
ま
す
。
平
成
23
年
の
東
日
本

大
震
災
へ
の
派
遣
を
は
じ
め
、
災

害
対
応
で
も
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。
令
和
２
年
に
ド
ク

タ
ー
カ
ー
と
、
災
害
派
遣
医
療
チ

ー
ム
(
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
)が
使
用
す
る
災

害
時
用
緊
急
自
動
車
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
カ

ー
を
導
入
し
、
こ
れ
ら
の
運
用
の

た
め
に
救
急
救
命
士
３
人
を
採
用

し
ま
し
た
。
令
和
３
年
10
月
末
ま

で
に
ド
ク
タ
ー
カ
ー
は
５
１
７
件

出
動
。
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
カ
ー
は
ワ
ン
ボ
ッ

ク
ス
カ
ー
タ
イ
プ
の
車
両
で
、
令
和

2
年
に
発
生
し
た
熊
本
豪
雨
災
害

へ
の
医
療
支
援
を
目
的
に
本
院
の

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
員
が
出
動
し
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
は
大
阪
市
と
北
摂

地
域
で
地
域
に
根
ざ
し
た
救
急
医

療
を
目
指
し
、
ま
た
最
先
端
医
療

機
関
と
し
て
地
域
か
ら
広
域
ま
で

最
適
か
つ
迅
速
な
救
急
搬
送
体
制

づ
く
り
の
中
核
を
担
っ
て
き
ま
し

た
。
今
後
も
さ
ら
に
体
制
強
化
に

取
り
組
み
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
目
の
病
気
に
最
善
の
治
療

　
　
　
　
　  

初
診
で
全
て
の
検
査
実
施

　

大
学
病
院
の
眼
科
の
多
く
が
一

つ
の
分
野
を
得
意
と
す
る
中
で
、

当
科
は
あ
ら
ゆ
る
目
の
病
気
に
対

し
て
最
善
の
治
療
が
で
き
る
体
制

を
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
一
般
外
来
し
か
な
か

っ
た
昭
和
30
年
代
後
半
に
全
国
で

初
め
て
複
数
の
専
門
外
来
を
置
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
治
療
技
術
の

向
上
や
人
材
育
成
に
努
め
て
き
た

伝
統
で
す
。
ス
タ
ッ
フ
の
陣
容
が

厚
く
、
手
術
件
数
は
全
国
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
年
間
４
０
０
０
件
以
上

を
数
え
ま
す
。
複
数
の
目
の
病
気

を
わ
ず
ら
う
患
者
さ
ん
に
も
チ
ー

ム
と
し
て
最
良
の
治
療
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

　

専
門
外
来
は
大
き
く
分
け
て

「
角
膜
」「
網
膜
」「
緑
内
障
」「
斜

視
・
神
経
眼
科
」「
眼
炎
症
」
の
５

部
門
が
あ
り
ま
す
。

　

角
膜
は
目
の
表
面
の
組
織
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
病
気
が
あ
り
ま
す
。

当
科
は
角
膜
移
植
に
力
を
入
れ
て

き
た
ほ
か
、
再
生
医
療
に
も
取
り

組
み
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
世
界
で
初

め
て
臨
床
応
用
し
ま
し
た
。

　

網
膜
は
目
の
奥
に
あ
り
、
光
を

感
じ
る
神
経
が
密
集
し
て
い
ま
す
。

網
膜
硝
子
体
手
術
は
当
科
で
最
も

多
い
手
術
で
す
。
眼
科
手
術
の
技

術
は
革
命
的
に
進
歩
し
、
顕
微
鏡

を
使
っ
て
小
さ
な
傷
で
済
ま
せ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
短
時

間
の
安
全
な
手
術
で
視
力
の
回
復

が
見
込
め
ま
す
。
ま
た
、
失
明
し

た
患
者
さ
ん
に
人
工
的
な
装
置
で

あ
る
「
人
工
網
膜
」
を
埋
め
込
む

研
究
も
進
め
、
５
年
後
を
め
ど
に

実
用
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

緑
内
障
も
目
の
奥
の
神
経
の
病

気
で
、
網
膜
の
病
気
と
合
わ
せ
て

失
明
原
因
の
上
位
を
占
め
ま
す
。

診
断
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
ど
の

部
分
が
傷
ん
で
い
る
か
断
層
撮
影

で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
人
工
知
能（
Ａ
Ｉ
）を
病
気

の
進
行
予
測
に
活
用
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

　

当
科
で
の
初
診
は
、
当
日
に
全

て
の
検
査
を
行
い
、
治
療
方
針
を

決
定
す
る
と
こ
ろ
ま
で
終
え
ま
す
。

こ
の
た
め
、
病
院
に
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
時
間
が
長
い
と
感
じ
る

こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
検
査
を
後
日
に
回
す
と

心
配
が
長
く
続
く
こ
と
に
も
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
１
日
で
済
ま
せ

る
と
い
う
当
科
の
方
針
を
ご
理
解

く
だ
さ
い
。

「一人でも多くの命を救う」
24時間体制で重症者受け入れ

メニュー

～秋の洋風ディナー～

高度救命救急センター

会
議
室
に
設
置
し
た
不
在
者
投
票
所

年
間
1
0
0
0
件
超
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　昨年12月23日（木）、
小児医療センターではサ
ンタ回診が行われまし
た。サンタやトナカイに
扮した本院の医師たち
が、チャリティーイベン
ト「Osaka Great Santa 
Run 2021」、及びNPO
法人ジャパンハート様等よりお贈りいただいたクリスマス
プレゼントを入院中の子どもたちに届けました。

｢阪大病院データバンク｣
ご協力のお願い

こちらから
ご覧ください

紹介動画も
ご覧ください

PHOTO TOPICS
ホ ス ピ タ ル
ミニ・ニュース

衆議院議員総選挙等不在者投票を実施

　新型コロナウイルス感染症対策のため、２年
連続で市民見学会の開催を見送ることになり
ました。そこで、見学会に代わる新企画として
本院職員が撮影した動画を順次公開していま
す。普段はなかなか見る事が出来ない本院の
裏側や取り組みを担当者による解説などで紹
介いたします。今回は、新たに「ドクターヘリ
編」を追加しましたので、是非ご覧ください。

　国政選挙・地方選挙の実施に際し、本院は不在者投票施設
として指定を受けており、入院中の患者さんは院内で投票
を行うことができます。
　令和3年10月31日（日)に執行された衆議院議員総選挙等
については、27日（水）を不在者投票日とし、院内会議室及び
各病室にて、延べ131名の患者さんが投票されました。
　今後もお住まいの市町村等に関する選挙が入院中に実施
され、院内での投票をご希望の場合は、ナースステーション
を通じ本院総務課庶務係までお問い合わせください。

　近年、人工知能（AI）を用いた医療機器・診断支援・医薬品
の研究開発は欠かすことのできないものとなりつつあります。
そのような開発では多くの診療情報を民間企業、行政機関、他
の研究機関と共用して進める必要が出てくることがあります。
　「阪大病院データバンク」は、診療情報を広い範囲での医学
研究及び医薬品・医療機器等の開発・商品化のために利活用
することについて患者さんにご理解いただいたうえ同意署名
をいただき、その後、情報公開や拒否の機会を確保する等を
通じて信頼関係を築き、研究開発を推進することを目的とし
ています。令和３年１０月１８日から消化器外科外来を受診
される患者さんを対象に開始し、令和４年１月
からは循環器内科外来、その後順次対象診療科
を広げています。皆様のご理解とご協力をお願
いいたします。

動画で
病院見学会病院見学会

ドクターヘリ編更新しました！

New

https://www.med.osaka-u.ac.jp/pub/hp-aim/databank/

大
阪
大
学

「
ワ
ニ
博
士
」

病気と闘う子どもたちへプレゼント！病気と闘う子どもたちへプレゼント！


